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食のサポートステーション「はつらつ」のご案内
〜 当クリニックの１階にあります〜

300品以上取り揃えた介護食品のお店です！

当ショップでは、やわらか食品・濃厚流動食品・水分補給ゼリー・とろみ調整食品・食具など「はつらつ食

品」から厳選した商品を販売しております。中でも、やわらか食品はやわらかさ別にレトルトからカップタイ

プまで約150品目を取り揃えております。手にとって商品を見る事ができますので、介護食の購入が初めての

方でも安心してご利用いただけます。

お問い合わせ先：042-514-8233
定休日：水曜日・日曜日・祝日
（当クリニックの休診日に準ずる）
営業時間：10:00〜17:00
（ 昼休み 12:30〜13:30 ）

日本歯科大学 口腔リハビリテーション多摩クリニック

・アクセス JR中央線 東小金井駅 南口 目の前
・連絡先 〒184-0011 東京都小金井市東町4-44-19

℡ 042-316-6211 Fax 042-316-6212
・診療時間 午前9：30-12：00 午後13：00-17：00（最終予約16：00）

※完全予約制
水曜日、日曜日、年末年始・創立記念日・祝祭日を除く

詳しくは多摩クリニックホームページへhttp://dent-hosp.ndu.ac.jp/nduhosp/tama-clinic/
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株式会社ヘルシーネットワークとして初の介護食ショップ『食のサポートステーション はつ
らつ』についてご案内いたします。お近くにお越しの際はぜひお立ち寄りください♪
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多摩クリニックより新春のご挨拶
本誌をご覧の皆様、あけましておめでとうございます。
昔から「寝正月」や、「正月太り」と耳にします。それは、とても充実した正月を迎えられた表

れであると感じます。よく食べること、よく話すこと、よく笑うことは、人生を豊かに生きるうえ
で、とても大切なことではないでしょうか。
日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニックは、開設して10年を迎え、櫻井健一教授を

はじめとする「乳腺内分泌外科」を開設し、初めての正月を迎えました。
これまでは摂食嚥下を中心とし、有病者歯科を主に診療を行い、地域の患者さんの「食べること

は生きること」を、支えてきました。最近では「食べることに困ったら、多摩クリニックへ。」
と、地域の方々に認識をし
て頂けるようになり、心よ
り感謝申し上げます。
今後、次なる10年に向け

て、私たちは新たな思いを
胸に診療、教育、研究に励
んでまいります。

本誌の内容
P1、年始のご挨拶
P2、学会報告

日本老年歯科医学会
開催の案内

P3、研修会のお知らせ
乳腺内分泌外科の
お知らせ

P4、はつらつショップの
ご案内
編集後記

【
編
集
後
記
】

鍋
の
美
味
し
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私

の
好
き
な
鍋
は
、
豚
キ
ム
チ
鍋
。
癖
に
な
る
辛
さ

と
、
豚
バ
ラ
肉
の
甘
み
が
折
り
重
な
っ
て
非
常
に

美
味
し
い
で
す
。
熱
々
の
鍋
を
口
に
し
、
ゴ
ッ
ク

ン
と
飲
み
込
む
と
、
体
の
芯
か
ら
温
ま
り
ま
す
。

と
は
言
え
、
私
は
猫
舌
で
熱
い
も
の
が
苦
手
な
う

え
、
辛
い
物
は
強
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
好

き
な
鍋
は
、
豚
キ
ム
チ
鍋
で
す
。

実
は
年
末
に
、
私
の
父
が
食
道
が
ん
の
手
術
を

し
、
66
歳
の
父
は
、
病
院
で
初
め
て
年
越
し
と

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

父
は
こ
れ
ま
で
職
場
で
健
康
診
断
を
受
け
る
だ

け
で
、
胃
カ
メ
ラ
、
大
腸
カ
メ
ラ
を
行
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
な
ぜ
食
道
が
ん
が
分

か
っ
た
の
か
、
少
し
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。10

月
下
旬
、
急
な
腹
痛
で
救
急
搬
送
さ
れ
た

父
。
検
査
の
結
果
は
、
胆
石
に
よ
る
胆
の
う
炎
で

し
た
。
胆
石
が
大
き
く
、
胆
の
う
を
摘
出
す
る
必

要
が
あ
り
入
院
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
入
院
先
で

は
、
が
ん
の
患
者
さ
ん
が
優
先
的
に
手
術
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め
父
は
転
院
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
転
院
先
の
病
院
で
、

大
腸
と
胃
の
カ
メ
ラ
の
検
査
を
元
々
入
院
し
て
い

た
病
院
で
行
っ
て
下
さ
い
と
告
げ
ら
れ
、
元
々
入

院
し
て
い
た
病
院
に
戻
り
、
検
査
を
実
施
し
ま
し

た
。胃

カ
メ
ラ
の
検
査
を
行
っ
た
と
き
に
、
偶
然
に

も
初
期
食
道
が
ん
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
な
こ
と
は
理
解

し
て
い
ま
す
が
、
父
を
通
し
て
、
適
宜
検
査
を
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
家
族
の
体
験
と
し
て
感
じ

ま
し
た
。

多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、
乳
腺
内
分
泌
外
科

櫻
井
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
、
素
晴
ら
し
い
先
生

方
が
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

定
期
健
診
を
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ニューズレター編集 水越新人
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― 学 会 報 告 ―
2022年11月4日から6日までの3日間、岡山県倉敷市で第39回 日本障

害者歯科学会総会および学術大会が開催されました。また、同年11月
19日・20日では、第36回 日本口腔リハビリテーション学会学術大会
が開催され、多摩クリニックからも研究成果の発表を行うため出席し
てきました。
日本障害者歯科学会では、日本歯科大学附属病院口腔リハビリテー

ション科 町田麗子先生が「在宅療養児に対して実施したオンライン
による摂食嚥下リハビリテーション」の論文で、日本障害者歯科学会
優秀論文賞を受賞いたしました。

食べるを支える研修会2022年度のお知らせ

今回の研修会はこちら

「障害児の摂食機能訓練」
今回の研修会は、対面実習形式で行います。

障害児と関わっている方、また、今後関わり
たいと考えている方に向けて、対面で摂食機
能訓練の実習を行う貴重な機会となっており
ます。定員に限りがありますので、お早めに
申し込みくださいませ。

これまで「食べるを支える」の研修会にご参加いた
だきましてありがとうございます。また、早めに予定
を知りたいと多数のご意見を頂きましたので、下記に
年間予定を掲載いたしました。ぜひご都合を合わせて
頂き、ご参加ください。

日本老年歯科医学会 第34回学術大会のご案内
日本老年歯科医学会 第34回学術大会

の開催が、2023年6月16日から18日の3日
間、パシフィコ横浜にて決定いたしまし
た。
今回の学術大会は、私たち日本歯科大

学が主幹として役員を務めさせて頂く運
びとなりました。
開催テーマは「生きるための、幸せの

ための「くち」を守る」となっており、
特別講演では米山歯科クリニック院長
米山武義先生、東京都立神経病院副院長
脳神経内科清水俊夫先生をお招きし、講
演していただきます。
医学の進歩により、昨今、人生100年

時代と言われるようになり、平均寿命が
男性81.47歳、女性は87.57歳。寿命が長
くなったが、介護を必要とする期間が長
くなり、健康寿命の大切さも考えていく
必要があります。
高齢者医療に携わる方、携わっていな

い方にもご参加いただき、共に学びあっ
ていきたいと考えております。
尚、演題募集が2022年12月1日から

2023年1月31日までとなっております。

ご存じでしたか？
多摩クリニックの 乳腺内分泌外科

現在9人に1人が乳がんになると言われていま
す。「身内に乳がんがいないから、自分はなら
ない。」と、思っておられる方も多いですが、
9割以上は身内の乳がん傾向が無い方が、乳が
んにかかっているのです。乳がんは予防は出来
ませんが、早期発見・治療を行えば十分完治す
る可能性が高い病気です。良性疾患でも悪政に
移行するものなどもあります。健診を含め適宜
受診し、早期発見及び適切に診療することが大
切です。
また、甲状腺については10人に1人が何らか

の疾患を持っている報告があります。当科では
内分泌治療では対応しきれない甲状腺・副甲状
腺疾患に対して外科的対応（手術）も行ってい
ます
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